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高山夏希展「モノたちの記憶、あかくなる結節点」 

【文化芸術の力を活用した地域のにぎわい創出事業】 

 
  
岡山県では、地域との連携・協働により、地域の多様な文化芸術資源を活用して、地域の魅

力や価値を高め、地域を元気にするとともに、県民の皆さまに対して優れた文化芸術に触れる
機会を提供する「文化芸術の力を活用した地域のにぎわい創出事業」を実施しています。 

本事業の一つとして、「モノたちの記憶、あかくなる結節点」を、次のとおり開催しますの
で、お知らせします。 

 

記 
 
１ 概要 
  本展示では、個々に受け継がれた家財道具や、住まう家の一部だったモノ、衣服、道具な
ど私たちの周囲にある身近なモノを素材としながら、渾然一体となった空間をつくりだしま
す。そうして収集した物を、立体作品として制作し、インスタレーションの一部として構成
していきます。そうして持ち主と物の持つこれまでの過去の時間と、作品として生まれ変わ
った現在、それぞれの場所と会場を繋げることを試みます。 

 
２ 場所 
  ＰＯＲＴ ＡＲＴ＆ＤＥＳＩＧＮ ＴＳＵＹＡＭＡ（津山市川崎８２３） 
 
３ 期間 
  令和７年１１月２９日（土）～１２月２１日（日） 
  １０：００～１８：００（入館は１７：３０まで ※最終日は１６：３０閉館） 
  火曜休館 
 
４ 料金 
  無料 
 
５ ギャラリートーク 
  つやま自然のふしぎ館の館長・森本信一氏、奈義町現代美術館学芸員・遠山健一朗氏をお
迎えし、アーティストの高山夏希とともに、「古物と記憶」について、語り合います。 

（１）日時 
   令和７年１２月２１日（日） １４：００～１５：３０ 
（２）場所 
   ＰＯＲＴ ＡＲＴ＆ＤＥＳＩＧＮ ＴＳＵＹＡＭＡ（津山市川崎８２３） 
（３）その他 
   参加費無料／予約優先（定員２０名） 
 

※詳細は、別添のチラシを参照ください。 

 



文化芸術の力を活用した
地域のにぎわい創出事業

岡山県では、地域との連携・協働により、地域の多様な文化芸術資源を活用して、地域の魅力や価値を高め、
地域を元気にするとともに、県民の皆さまに対して優れた文化芸術に触れる機会を提供しています。

主催：PORT ART&DESIGN TSUYAMA、岡山県　　助成：公益財団法人アイスタイル芸術文化財団、文化芸術の力を活用した地域のにぎわい創出事業

［ギャラリートーク］
高山夏希、森本信一 (つやま自然のふしぎ館 )、遠山健一郎（奈義町現代美術館 学芸員）

Takayama N
atsuki E

xhibition

2025.11/29sat_ 12 /21 sun

12/21sun 14:00_15:30
10:00_18:00 （最終入館は 17:30まで）

※最終日は 16:30 閉館 火曜休館

1990年東京生まれ。平面作品を中心に、粒子の感触を確かめるように人間と物質 の関係の再考を試み、人・動物・モノ・環境

などが一体性をもった自然観を表現している。情報技術の発達によって記号化されたものの結びつきは強まったが、 他方で記号

化未満の事物への感性は弱まってしまうのではないだろうか。それによって 周囲を取り巻くものに対しての実感が薄れてしまって

いるように感じている。こうした 時代の中で失われてしまった様々な物体と人間の関係の回復を試みるように、近代的な世界観

とは異なる、人間を含めた生物と自然が一体化した世界観を提示している。 私たち自身が、絡まり合った世界の一部として生きる

事を再認識する事によって、現代の人間の生を再考できるのではないだろうかと考えている。アクリル絵の具を流れる粒子のよう

に物質的な状態として扱い、積層して彫刻刀やカッターの刃などを用いて削り出すなど、平面を主な媒体としながら、触覚的あ

るいは彫刻的ともいえる手法を用いて制作をしている。 

「まだかたちのない形相体」（東京アートミュージアム /2025年）「堆く、石走りて」（rin art association/2023 年）「気色の目」（奈義町現
代美術館 /2023 年）「房総里山芸術祭×いちはらアート×ミックス 2020+」「conjuction‐名詞から接続詞へ‐」（白鳥保育所 / 2021 年）
「VOCA展 2 0 2 0 現代美術の野望 -新しい平面の作家たち‐」（上野の森美術館 / 2 0 2 0 年）などアートプロジェクトや展示に多数参加 

高山夏希 / Natsuki Takayama ARTIST

主な展覧会

Photo｜渞忠之
Design｜桑田亜由子

〒708-0841 岡山県津山市川崎 823
Tel.0868-20-1682  info@port-tsuyama.com

警察署

津山信用金庫林田支店

城東町並保存地区 旧出雲街道
ジュエリーカンダ津山鶴山ホテル

吉井川

FamilyMart

津山東公民館（臨時駐車場）
白線のない南側フリースペースをご利用ください鶴山公園

P

消防署
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・駐車場：専用駐車場５台（当館から西へ100m）
・臨時駐車場：津山東公民館の白線のない南側フリースペース
※本館隣「マンション東松原」駐車場のご利用はご遠慮ください

PORT ART&DESIGN TSUYAMA

指定管理者：EKG 合同会社（代表 飯綱洋平） HP：https://www.port-tsuyama.com 

津山高校美術部の生徒たちと4日間のワークショップを実施しました。
生徒たちの「モノと記憶で生成する現在」をテーマに制作した作品を
展示します。
家の中に大切に残る古物を持参し、失われつつある「事物」への感性
を育むとともに、それらに宿る記憶や時間を想像しながら制作活動を
行いました。また、グループディスカッションを通じて、生徒同士が共有
した思いや物語が、新しい視点や想像力へと深化した作品になって
います。ぜひ、ご覧ください。

同時開催 津山高校美術部「モノと記憶で生成する現在」

高山夏希 
アーティスト

森本信一 
つやま自然のふしぎ館

遠山健一朗
奈義町現代美術館 学芸員

GALLERY TALK
つやま自然のふしぎ館（津山科学教育博物館）の館長・森本信一さん、
奈義町現代美術館 学芸員・遠山健一朗をお迎えし、アーティストの高山
夏希とともに、「古物と記憶」について語り合います。展覧会を通じて、
古物や残されたモノの価値、そして未来に繋いでいく意味について、
館長との貴重な対話を展開します。本展や博物館の古物（美術館の
作品）、残されたモノにまつわる物語、私たちの生活の中に息づく「残し
ていくモノ」について深く掘り下げるこの絶好の機会をお見逃しなく。

12月21日（日）14:00 —15:30 場所： PORT ART&DESIGN TSUYAMA

「モノと記憶で生成する現在」
津山高校美術部

同時開催

参加費無料／予約優先（定員20名）  ※当館まで電話またはメールでご連絡ください。
※ 代表者氏名、参加人数、電話番号をお知らせください。Tel...... 0868-20-1682     Mail...... info@port-tsuyama.com
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の
あ
る
建
物
は
、

大
正
９
年(

１
９
２
０)

に
竣
工
し
旧
妹
尾
銀
行
林
田
支
店
と
し
て
創
建

し
、
そ
の
後
は
津
山
洋
学
資
料
館
と
し
て
市
民
の
方
々
に
親
し
ま
れ
る

場
所
で
し
た
。
平
成 

30 

年(

２
０
１
８)

に
は
新
た
に
芸
術
文
化
の
創

造
・
発
信
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
、
市
民
へ
と
開
か
れ
た
場
所
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。私

が
会
場
に
訪
れ
た
際
に
、
つ
よ
く
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
１
０
０ 

年

以
上
も
こ
の
場
所
が
残
り
続
け
な
が
ら
、
人
々
が
今
も
な
お
集
ま
り
、

展
覧
会
・
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
・
イ
ベ
ン
ト
会
場
・
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
・
図
書
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
そ
の
場
所
に
訪
れ
る
人
々
と
と
も

に
、
建
物
の
活
用
の
仕
方
が
変
化
し
続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
う

し
た
変
化
と
は
相
反
し
て
、
建
物
と
し
て
残
さ
れ
て
き
た
古
い
意
匠

と
そ
の
背
景
が
あ
り
、
変
化
と
持
続
の
両
義
性
の
あ
る
場
所
で
、
私

は
建
築
空
間
を
環
境
と
し
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
し
た
い

と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
し
て
活
用
さ
れ
る
場
所
の
特

性
を
活
か
し
、
鑑
賞
者
と
な
る
近
隣
の
人
々
が
、
会
場
ま
で
行
き
来

す
る
道
筋
も
含
め
て
展
覧
会
に
取
り
込
み
た
い
と
考
え
た
の
で
す
。
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に
て
、

高
山
夏
希
の
個
展
「
モ
ノ
た
ち
の
記
憶
、
あ
か
く
な
る
結
節
点
」
を

開
催
さ
せ
て
頂
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

本
展
示
で
は
、
個
々
に
受
け
継
が
れ
た
家
財
道
具
や
、
住
ま
う
家
の
一
部
だ
っ

た
モ
ノ
、
衣
服
、
道
具
な
ど
私
た
ち
の
周
囲
に
あ
る
身
近
な
モ
ノ
を
素
材
と
し

な
が
ら
、
渾
然
一
体
と
な
っ
た
空
間
を
つ
く
り
だ
し
ま
す
。
そ
う
し
て
収
集
し

た
物
を
、
立
体
作
品
と
し
て
制
作
し
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
一
部
と
し
て

構
成
し
て
い
く
の
で
す
。
そ
う
し
て
持
ち
主
と
物
の
持
つ
こ
れ
ま
で
の
過
去
の

時
間
と
、
作
品
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
と
会
場
と

を
繋
げ
る
こ
と
を
試
み
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
作
品
素
材
を
提
供
し
て
く
だ
さ

る
方
々
と
の
交
流
を
通
じ
た
新
た
な
制
作
の
試
み
に
な
り
ま
す
。
制
作
を
通
じ

て
不
要
に
な
っ
た
物
が
新
た
な
姿
へ
と
形
成
し
、
そ
の
物
の
行
く
末(

も
し
く

は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
た
な
役
割
を
果
た
す)

を
問
う
実
験
的
な
制
作
で
も
あ

り
ま
す
。
資
源
が
使
い
捨
て
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
物
を
作
る
こ
と
に
も
疑
問

を
持
た
れ
る
時
代
で
す
が
、
機
能
性
や
利
便
性
と
い
っ
た
合
理
的
な
理
由
づ
け

で
物
を
扱
う
の
で
な
は
な
く
、
別
な
想
像
力
を
働
か
せ
る
こ
と
で
、
薄
れ
つ
つ

あ
る
事
物
へ
の
感
性
の
回
復
や
、
私
た
ち
の
周
囲
に
取
り
巻
く
モ
ノ
た
ち
に
対

す
る
実
感
を
再
考
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
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RT

の
位
置
す
る
城
東
地
区
や
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
出
雲
街
道
沿

い
の
方
々
を
対
象
に
、
不
要
に
な
っ
た
が
捨
て
ら
れ
ず
に
い
る
古
物

を
収
集
し
、
そ
の
物
へ
の
思
い
入
れ
を
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
す
る
と
こ
ろ
か

ら
私
は
制
作
を
は
じ
め
ま
し
た
。
誰
し
も
人
に
は
代
々
受
け
継
い
だ

事
物
な
ど
、
個
人
の
環
境
や
背
景
が
刻
ま
れ
て
い
る
モ
ノ
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
モ
ノ
を
処
分
せ
ず
に
、
作
品
の
素
材
と

し
て
提
供
し
て
も
ら
い
、
再
び
息
を
吹
き
込
み
た
い
の
で
す
。

現
代
の
技
術
が
情
報
化
す
る
中
で
、
紙
媒
体
が
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化

さ
れ
、電
子
機
器
１
つ
に
電
話
も
地
図
も
計
算
も
時
計
も
集
約
さ
れ
、

身
軽
に
な
り
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
事
物
へ
の
感
性
が
薄
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
物
を
受
け
継
ぎ
、
美
術
を
通
じ
て
も
う
一
度
、
事
物
へ

の
感
性
や
想
像
力
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
地
域
に
眠
っ
て
い
た
家
財
を
用
い
て
、
新
た
な
形

へ
と
生
成
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
物
体
と
人
間
の
関
係
の
回
復
を
試

み
る
こ
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
近
代
化
す
る
一
方
で
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
事
物
へ
の
強
い
私
的
な
思
い
入
れ
を
作
品
に
取
り
込
む
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。


